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【目的】 
痛みは様々な症状を呈し、臨床上、痛みの評価は、対象者の主観的評価が中心となる。
痛み刺激は､神経生理学反応や情動反応の誘因となる。今回、対象者の主観的評価と自
律神経反応や脳活動の神経生理学反応との関係を明らかにする。 
 
【対象および方法】 
対象は、健常成人男性 30 名である。測定項目は、脳活動指標として前頭前野領域の
oxy-Hb 値、自律神経反応の指標として皮膚電気反応を経時的に計測した。主観的評価に
は NRS を用いた。方法は、対象者をセミファーラー位とし、痛み刺激装置（クロナキシー
メーター）を用いて、左前腕部に刺激する。4 分間の安静後、周期的に痛み刺激を 3 回
（1 回/分、計 3 分）加えた。痛み刺激強度は 2.1ｍA の定量刺激とし、実験中、前頭前
野活動の指標となる oxy-Hb 値（光トポグラフィ装置）、交感神経活動の指標となる皮膚
電気反応（バイオパック）を測定した。実験終了後に、NRS にて痛みの強度と不安につ
いてのアンケート調査を行った。対象者には、事前に計測装置や実験手順の安全性につ
いて十分に説明をし、同意を得た上で実験を行った。本研究は、聖隷クリストファー大
学倫理委員会の承認を受けている。 
 
【結果】 
アンケート調査より痛みによる不安の中央値は、NRS5 であったため、NRS4 以下を低
値群、6 以上を高値群とし群分けをした。低値群では、前頭前野の oxy-Hb 値は、皮膚電
気反応と共に低値を示した。高値群では、前頭前野の oxy-Hb 値は、皮膚電気反応と共
に高値を示した。各群間における比較は、低値群と高値群の比較に 2 元配置分散分析を
用いた。前頭前野の oxy-Hb 値、皮膚電気反応共に、ｐ値が標本、列にてｐ≦0.05 であっ
た。交互作用については、ｐ＞0.05 であった。NRS における痛み強度と不安については、
ｒ＝0.7、ｐ≦0.05 と、強い相関があった。 
 
【考察】 
前頭前野における oxy-Hb 値の活動は痛みの認知を、皮膚電気反応は、扁桃体を介し
交感神経の活動、すなわち情動反応を反映している。今回、定量の痛み刺激を用いて、
NRS の結果から、痛み不安が高い人は痛みの強度が強いと答える関係を示した。不安の
低値群と高値群の比較では、痛みを知覚した際の前頭前野活動、扁桃体の活動に有意差
を示した。これは、痛みの不安を強く持つ人は、痛みの認知や恐怖を強く感じているこ
とが考えられた。このような結果から、痛みにおける主観的評価は、前頭前野活動と皮
膚電気反応に関連した結果を示すと考えられた。ゆえに、前頭前野の oxy-Hb 値と皮膚
電気反応は痛みの認知、情動を評価できる可能性があると考えられた。 
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